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日 本 青 年 団 新 聞

「Youth Post・ユースポスト」とは、青年の活動や想いが全国に届くことを願って、Youth・ユース（青年）と Post・ポスト（郵便物）を組み合わせたものです。
本紙は、青年や青年団が全国でいきいきと活躍する姿を伝える日本青年団協議会の機関紙・広報紙です。

日 本 青 年 団 新 聞

　　　　２ｐ　獅子舞が暮らしの一部に　　　（東京都・阿古青年団）
　　３ｐ　２０年かけて団員獲得へ

（愛知県・豊橋市青年団協議会）
　　３ｐ　全国で再会を願う　　（宮崎県・宮崎県青年団協議会）

　　

　　４ー５ｐ
　　　海が抱える課題
　　　山から海への想い（宮城県・蔵王町青年団体連絡協議会）
　　　ふるさとの海岸をキレイに（山口県・長門市三隅青年団）
　　　海を守ることは「命のつながり」を守ること

（新江ノ島水族館企画開発部広報 / 井上麻子氏）
　　

　　　　６ｐ　子育ての先にある地元の未来
（沖縄県・南風原町議会議長 / 赤嶺奈津江氏）

　　
　　　　７ｐ　「変な人だと思ってた」　　　　　　（徳島県・童学寺）

　　

　　　　８ｐ　猿まねのす々め　
（日本青年団協議会事務局長 / 棚田一論）

　　
　　８ｐ　青年団は地域から

（福井県・池田町青年団 / 飯田拓也氏）
　　

　　　　８ｐ　「チャンピオンバーグ」
（大松健祐支局員・愛知県青年団協議会）

※氏名の祐という漢字は、本来旧漢字の示（しめすへん）に右という表記となります。
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次世代へ想いをつなぐ
Action

青年団と SDGs

リーダーと語る

青年団ってどんなところ？

OPINION

イケ団

はらぺこ青年団

三宅島阿古青年団の獅子舞。中盤、獅子が静かに夢を見ている間に、
数人のひょっとこが御

ご

幣
へい

（神社でお祓いに使う道具）を右手に持ち、
家の中にいる悪いものを集めて回る



ACTION

　飛行機の作り方をボードに掲示し工夫を凝らす

ACTION
豊
橋
市
青
年
団
協

議
会
は
、
総
勢
40
名
で

盆
踊
り
や
献
血
事
業
な

ど
、
年
間
を
通
じ
地
元

に
密
着
し
て
活
動
し
て

い
る
。
今
年
で
51
回
目

を
迎
え
る
、「
太
陽
と

子
ど
も
の
ま
つ
り
」
も
、

欠
か
せ
な
い
活
動
の
一

つ
で
あ
る
。
青
年
団
に

と
っ
て
は
、
企
画
・
広

報
、設
営
、そ
し
て
ブ
ー

ス
も
出
す
こ
と
で
、
事

業
開
催
に
至
る
ま
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
。
５
月

21
日
に
高た

か

し師
緑
地
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催

で
あ
る
実
行
委
員
会

で
は
他
団
体
と
協
力

し
、
企
画
や
設
営
を
担

当
し
て
い
る
ほ
か
、
当

日
は
出
展
団
体
と
し
て

も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
遊
び
を
提
供
し
て

い
る
。
青
年
団
も
団
員

が
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

で
偶
然
見
つ
け
た
紙
飛

行
機
づ
く

り
と
、
近

年
の
防
災

意
識
の
高

ま
り
に
応

え
よ
う
と

即
席
担
架

づ
く
り
を

行

っ

た
。

子
ど
も
た

ち
と
作
っ

た
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し

た
ほ
か
、
担
架
で
運
ば

れ
る
体
験
も
行
う
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ブ
ー

ス
だ
っ
た
が
、
団
員
た

ち
が
知
恵
を
振
り
絞

り
、
４
時
間
で
の
べ
２

０
０
人
も
の
参
加
者
を

受
け
入
れ
た
。
初
め
て

ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
か

ら
20
年
。
か
つ
て
の
参

加
者
は
社
会
人
に
な

り
、
青
年
団
へ
入
団
で

き
る
年
代
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
団
員

募
集
も
軌
道
に
乗
り
、

若
い
新
入
団
員
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
。

世
代
交
代
と
い
う

根
深
い
課
題
と
根
気
よ

く
向
き
合
い
な
が
ら
、

こ
の
活
動
は
世
代
を
超

え
多
く
の
人
た
ち
を
笑

顔
に
し
て
い
る
。

　

去
る
５
月
28
日
に
ひ

な
た
宮
崎
県
武
道
館

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）
で
、

第
39
回
宮
崎
県
青
年
団

協
議
会
定
期
大
会
を
開

催
し
た
。
２
０
２
３
年

度
よ
り
会
長
に
就
任

し
た
山
中
惇じ

ゅ
ん
じ司

さ
ん

（
29
）
は
「
コ
ロ
ナ
の

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
思
う
よ
う
に
活
用
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
５

類
に
な
る
こ
と
も
あ
り

行
動
が
し
や
す
く
な
っ

た
。
私
自
身
、
各
地
域

の
会
議
や
事
業
に
積
極

的
に
参
加
し
て
、
仲
間

と
の
つ
な
が
り
を
繋
ぎ

直
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。
ま
た
、
今
年

か
ら
役
員
に
な
っ
た

黒
木
晏あ

ん

な夏
常
任
理
事

（
30
）
は
「
先
輩
や
仲

間
が
つ
な
ぐ
襷
を
、
仲

間
と
と
も
に
次
代
に
渡

し
た
く
て
立
候
補
し

た
」
と
強

い
決
意
を

述
べ
る
。

　

宮
崎
県

青
年
団
協

議
会
と
し

て
掲
げ
る

の

は
、

県

境
を
超
え

た
交
流
で

あ

る
。

県

の
青
年
団

を
代
表
し
、
他
県
の
青

年
団
活
動
に
県
内
の
仲

間
を
連
れ
て
参
加
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他

県
の
青
年
団
と
連
携

し
、
秋
頃
に
研
修
会
を

開
催
予
定
だ
。さ
ら
に
、

東
京
都
内
で
開
催
す
る

第
71
回
全
国
青
年
大
会

の
交
流
企
画
（
ボ
ウ
リ

ン
グ
・
外
苑
マ
ル
シ
ェ
）

の
中
心
団
体
と
し
て
動

い
て
い
る
。
県
内
の
青

年
た
ち
が
県
を
超
え
て

つ
な
が
り
、
全
国
の
仲

間
と
競
い
合
え
る
醍
醐

味
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

の
が
会
長
の
ね
ら
い
で

あ
る
。

　

そ
う
し
て
切
磋
琢
磨

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

地
域
で
の
更
な
る
活
動

の
発
展
や
、
新
し
い
事

業
を
生
み
出
す
原
動
力

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

ギャルピースで幕を閉じた定期大会

獅
子
舞
が
暮
ら
し
の
一
部
に

全
国
で
再
会
を
願
う

～
時
と
世
代
を
超
え
伝
え
ら
れ
る
島
の
文
化
～　

（
東
京
都
三
宅
村
）

～
つ
な
が
る
楽
し
さ
と
続
け
る
醍
醐
味
～

　

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

お問合せ：宮崎県青年団協議会　TEL:0985-71-1181

お問合せ：愛知県青年団協議会　Mail:aiseikyou@nifty.com，　豊橋市青年団協議会　TEL:090-2133-785

お問合せ :Instagram で「＠ ako_seinendan」または「阿古青年団」と検索

地元高校生（写真左）も先輩に教わりながら太鼓を叩く。この日

は３人の中高生が、太鼓をたたいたりや獅子に入って共に舞って

いた

23

1983 年の噴火は阿古地区にも襲いかかった。小学校の 3 階まで溶

岩が押し寄せ、窓で止まった様子は今なお生々しい。当時住んで

いた実家が下敷きになっている青年団 OB らも少なくない

　

「
ガ
ン
、
ガ
ン
！
」
『
ド

ン
、
ド
ン
！
』
獅
子
と
太

鼓
と
の
掛
け
合
い
を
合
図

に
始
ま
る
獅
子
舞
。
東
京

都
の
離
島
、
三
宅
島
阿あ

古こ

地
区
で
活
動
す
る
阿
古
青

年
団
は
、
毎
年
２
月
の
最

初
の
午
の
日
（
初は

つ

午う
ま

）
に

地
区
の
家
々
を
回
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
宅
の
中
で
獅

子
舞
を
舞
っ
て
、
一
年
の

災
厄
を
払
う
。
ひ
ょ
っ
と

こ
が
家
中
を
歩
き
回
っ
て

玄
関
に
厄
を
寄
せ
、
獅
子

は
そ
の
厄
を
追
い
出
し
つ

つ
家
人
の
頭
を
噛
む
こ
と

で
、
無
病
息
災
を
祈
る
と

さ
れ
て
い
る
。

◆
流る

に

ん人
か
ら
青
年
団
へ

　

阿
古
の
獅
子
舞
は
今
か

ら
２
１
０
年
前
の
江
戸

時
代
後
期
、
流る

け

い刑
地
だ
っ

た
三
宅
島
へ
の
流
人
た
ち

が
、
島
民
に
喜
ん
で
も
ら

お
う
と
家
々
を
回
っ
て
厄

落
と
し
を
し
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
を

舞
う
阿
古
青
年
団
は
団
員

約
20
名
、
地
区
内
に
あ
る

三
宅
村
青
年
館
を
拠
点
に

活
動
す
る
。
２
０
０
０
年

の
噴
火
に
よ
る
全
島

避
難
か
ら
の
帰
島

後
、
三
宅
村
連
合
青

年
団
が
阿
古
地
区
に

あ
る
旧
・
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
物
の
管
理

を
村
か
ら
請
け
負
っ

て
い
る
。
し
か
し
実

際
に
は
そ
の
立
地
も

あ
り
、
ほ
ぼ
阿
古
青

年
団
が
専
有
利
用
し

て
い
る
。
祭
事
の
ほ
か
夏

祭
り
で
や
ぐ
ら
を
組
み
、

出
店
を
出
し
た
り
、
お
盆

を
前
に
し
た
墓
地
の
草
刈

り
や
墓
地
へ
の
砂
上
げ
、

海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
な

ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組

む
。
団
員
に
は
、
東
京
都

庁
三
宅
支
庁
へ
の
出
向
者

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

も
お
り
、
青
年
団
は
多
様

な
背
景
の
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

◆
次
世
代
へ
と
受
け
継
ぐ

　

三
宅
島
に
は
５
つ
の
地

区
※

が
あ
る
。
そ
の
う
ち

伊い

ヶが

谷や

を
除
く
４
つ
の
集

落
で
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
名

を
名
前
に
冠
し
た
青
年
団

が
活
動
し
て
い
る
。
島
で

最
も
大
き
い
行
事
で
あ
り

２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

８
月
の
富と

賀が

神
社
大
祭
で

は
、
阿
古
地
区
の
富
賀
神

社
か
ら
神
輿
を
出
し
、
青

年
団
が
中
心
と
な
っ
て
神

輿
を
担
ぎ
隣
の
地
区
に
受

け
渡
し
な
が
ら
、
６
日
間

か
け
て
時
計
回
り
に
島
を

一
周
す
る
。
そ
の
距
離
約

30
㎞
、
老
若
男
女
問
わ
ず

島
民
に
は
欠
か
せ
な
い
お

ま
つ
り
だ
。

　

獅
子
舞
に
は
地
元
中
高

生
も
取
り
組
み
、
獅
子
に

入
っ
た
り
太
鼓
を
叩
く
な

ど
中
核
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
彼
ら
に
話
を
聞
く

と
、「
獅
子
舞
を
や
る
こ

と
で
目
立
ち
た
い
」
「
大

人
と
関
わ
る
こ
と
で
多
く

の
話
が
聞
け
る
」
な
ど
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
。
団
長
の
長
谷
川
純
一

さ
ん
（
38
）
は
、「
団
員

数
も
少
な
く
時
に
苦
労
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
地
区

の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
る
。

20
年
か
け
て
団
員
獲
得
へ

　
　

～
ま
つ
り
の
参
加
者
を
団
員
に
～ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
愛
知
県
豊
橋
市
）

墓の周りに敷く海砂を、海岸で集めて墓地に

運ぶのも青年団の役目

※
島
の
南
西
か
ら
時
計
回
り
に
阿
古
、
伊
ヶ
谷
、
伊
豆
、
神か

み

着つ
き

、
坪
田
の
５
地
区
が
あ
る
。
富
賀
神
社
大
祭
で
は
、
こ
の
順
に
神
輿
が
巡
る



  F o c u s

　昨今、持続可能な社会をめざすための 17 項目のターゲット（ＳＤＧｓ）を実践することが社会的に注視されています。しかし、ＳＤＧｓとして注

視される前から、地域を支える青年たちは 17 項目にあげられるような活動に専念してまいりました。本紙では、地域で活躍する青年たちの活動とＳ

ＤＧｓについて、各号ごとのターゲットに沿ってご紹介いたします。

　本号では、「目標 14 海の豊かさも守ろう」の視点から、環境保全活動に取り組む青年団の取り組みを紹介します。宮城県と山口県の青年団がどの

ように地域で実践しているのかご覧ください。

◆
山
か
ら
海
へ
の
想
い

　

（
宮
城
県
・
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
）

　

宮
城
県
南
東
部
に
位
置
す
る
蔵ざ

お

う

ま

ち

王
町
青
年
団
体

連
絡
協
議
会
で
は
、
２
０
２
２
年
９
月
に
宮
城
県

亘わ

た

り理
町
に
あ
る
鳥
の
海
海
岸
付
近
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。
蔵
王
町
は
内
陸
の
町
で
あ
り
、
森

林
資
源
が
豊
か
な
ぶ
ん
、
海
か
ら
生
ま
れ
る
海
産

物
や
雲
か
ら
発
生
す
る
雨
に
よ
る
豊
富
な
資
源

は
、
海
が
あ
る
か
ら
こ
そ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
蔵
王
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
開
催
で
行
い
、
団
員
た
ち
で
そ
う
し
た
環
境
問

題

に

取

り

組

み
、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

学

び

を

深

め
よ
う
と
、

参

加

者

一

人

ひ

と

り

が

一

つ

の

袋
を
持
ち
、

清

掃

に

励

ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

袋
一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、
団
員
た

ち
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
佐
藤
和
博
会
長
（
31
）
は
、

「
海
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
山
を
守
る
こ
と

に
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
こ
ま
で
ゴ
ミ
が
多
い
と

木
々
が
育
た
ず
に
土
砂
崩
れ
等
を
起
こ
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
」
と
危
機
感
を
も
っ
た
表
情
で
感
想

を
述
べ
て
い
ま
す
。
団
員
た
ち
は
、
こ
の
取
り
組

み
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
今
後
も
活
動
を
継
続

4

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

●
大
野
諒
支
局
員

　

（
宮
城
県
青
年
団
連
絡
協
議
会
）
よ
り
投
稿

◆
ふ
る
さ
と
の
海
岸
を
キ
レ
イ
に

　

（
山
口
県

・
長
門
市
三
隅
青
年
団
）

　

山
口
県
の
西
北
部
に
位
置
し
、
日
本
海
に
面
し

◆
海
が
抱
え
る
課
題

　

地
球
全
体
の
表
面
積
の
う
ち
お
よ
そ
70
％
が
海

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
広
大
な
海
は
、
数
億
年

前
に
生
命
を
誕
生
さ
せ
、
今
で
も
豊
富
な
魚
介
・

海
藻
等
の
供
給
源
と
し
て
も
私
た
ち
の
命
を
支
え

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
な
る
海
と
も
言

わ
れ
る
海
は
、
海
水
汚
染
や
魚
の
乱
獲
な
ど
様
々

な
課
題
に
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
を

漂
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
海
洋
生
物
た
ち
の

生
命
を
脅
か
す
だ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
食

し
た
海
洋
生
物
を
人
間
が
食
し
、
人
間
の
健
康
が

損
な
わ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
２
０
２
１

年
に
施
行
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
か
ら
使
用
に
至
る
ま
で
、
資

源
が
循
環
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
だ
け
で
な
く
私
た
ち
消

費
者
も
対
象
と
な
っ
た
こ
の
法
律
か
ら
、
現
在
、

ど
れ
だ
け
海
洋
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る
か
が
透

け
て
見
え
ま
す
。
ま
た
、
目
標
14
「
海
の
豊
か
さ

も
守
ろ
う
」
は
、
目
標
13
「
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

と
対
の
目
標
と
し
て
、
海
水
汚
染
の
課
題
を
解
決

し
、
海
の
資
源
を
守
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

誰
か
が
流
し
て
し
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
、
人
の
手
で
回

収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
久
保
博
成
（
山
口
県
青
年
団
）
支
局
員よ

り
投
稿

　海温上昇に伴い発

生した雲は、やがて

陸地へ移動し、雨を

もたらします。この

関係を「森は海の恋

人」と表現すること

もあります。

　また、地域によっ

ては青年団がウミガ

メの卵を保護する活

動をしているところ

もあります。

る
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
海
の
ジ
ェ
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」
に
も
携
わ
る
青
年
団
。
江

戸
時
代
に
蝋
の
生
産
を
奨
励
し
、
藩
の
財
政
再
建

を
果
た
し
た
清
風
の
功
績
を
伝
え
る
企
画
に
も
、

海
岸
で
拾
っ
た
ガ
ラ
ス
片
「
シ
ー
グ
ラ
ス
」
を
材

料
に
使
用
予
定
で
す
。

　

今
後
も
長
門
市
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
一
番
身
近
な
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
体
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
団
員
た
ち
は
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。

●
久
保
博
成
（
山
口
県
青
年
団
）
・

　

田
中
輝
（
山
口
県
青
年
団
）
・

　

好
永
克
成
（
長
門
市
三
隅
青
年
団
）
支
局
員

よ
り
投
稿

た
２
０
２
３
年
７
月
の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加

し
、
ポ
リ
タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
細
か
く
砕

け
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
活
動
終
了
後
、
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
景
色
を
前
に
、
久

保
さ
ん
は
「
海
岸
清
掃
の
喜
び
と
大
変
さ
を
体

感
し
て
、
み

ん
な
意
識
も

変
わ
っ
た
は

ず
」
と
満
足

気
に
話
し
て

い
ま
す
。
今

年
８
月
に
は
、

市
内
の
村
田

清せ
い
ふ
う風

記
念
館

で
開
催
さ
れ

海岸清掃に参加した青年団員と子どもたち

　　THE UNIVERSE “えのすい” ×宇宙探検THE UNIVERSE “えのすい” ×宇宙探検
［会期］ 2023 年 7 月 14 日（金）～ 10 月 1 日（日）［会期］ 2023 年 7 月 14 日（金）～ 10 月 1 日（日）

　地球の表面の 70％を覆う海には、 まだ私たちが知

らない生命体が数多く存在します。 この地球から見上

げた先に広がる 「宇宙」 にも、 きっと生命体が存在す

るはず。

　そんな視点で、 海の生き物たちや空想の宇宙をみな

さんにご紹介します。

　◇詳細はこちら ：新江ノ島水族館https://www.enosui.com/

地元にない海を目の前にゴミ拾い

た
長
門
市
。
食
や
レ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
海
の
資
源

も
豊
富
で
す
が
、
長
年
、
国
内
外
か
ら
の
海
岸
漂

着
ご
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
市
内
の
海
岸
清
掃
に
個
人
的
に
参
加
し

て
い
た
団
員
の
久
保
博
成
さ
ん
（
34
）
は
、
全
国

の
青
年
団
で
も
海
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
初
め
て
団
員
に
も
海
岸
清
掃
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
地
元
、
長
門
市
で
行
わ
れ

5

海を守ることは「命のつながり」を守ること

　新江ノ島水族館　井上 麻子　氏

　ビーチクリーンをおこなっていると、拾い集めるごみ

からいろいろなことがわかります。

　比較的きれいなごみは浜辺に来たヒトが残していくも

の。汚れて形が崩れているごみは、陸地で落としたり捨

てられたものが川から海へ運ばれ漂着したもの。浜辺で

見るさまざまなごみから、普段わたしたちがくらしてい

る陸地での行動も考えさせられます。

　山や森の恵み“肥沃な栄養分”が川を通して海へと供

給され続けることで、海は砂漠化することなく豊かさを

保ちます。また逆に、“海の恵み”を川や森に運び届ける

生き物がいて、これらの命のつながりが森を育てていま

す。

　蔵王町青年団体連絡協議会・長門市三隅青年団のみな

さまがおこなったすばらしい活動は、海だけを守るので

はなく「命のつながり」を守ることにもなるのです。

　新江ノ島水族館では、2009 年から毎月第 3 日曜日にお

客さまと一緒にビーチクリーンをおこなっています。

　浜辺に打ち上るごみを拾い集めるだけでなく、一緒に

貝がらなどの漂着物を観察し、その漂着物を使ってもの

づくりを楽しんでいます。

　お客さまと一緒に地道に活動を続けていくことで、ス

タッフの意識も高まり、捨てない工夫、活用する工夫が

生まれます。

　青年団のみなさまの活動がこのように発信されること

でその輪が広がります。海からの恩恵を受け、同じ海を

守る仲間として、それぞれの場所で活動を継続していけ

ればと思います。

 プロフィール

　いのうえ・あさこ。新江ノ島水族館　

広報チーム　シニアマネージャー

　勤務地は相模湾に面し、右手に富士

山、左手に江の島を臨むロケーション

抜群の水族館。地元の海の環境や生き

物を紹介する相模湾ゾーンや、幻想的

なクラゲ展示、不思議な深海生物、

ペンギン、アザラシ、ウミガメにも会

えます。なかでも美しいマイワシの群

泳はお気に入り。



◆
５
０
０
０
人
が
来
る

　

か
つ
て
弘
法
大
使
・

空
海
が
修
行
の
た
め
歩

い
た
と
い
わ
れ
る
全
長

１
４
０
０
㎞
に
も
及
ぶ
お

遍
路
。
徳
島
市
に
隣
接
す

る
石
井
町
は
、
お
遍
路
中

の
人
々
を
も
て
な
す
町
で

も
あ
る
。
そ
ん
な
町
に
あ

る
童
学
寺
ご
住
職
の
塩
田

龍り
ゅ
う
ち
ょ
う

澄

さ
ん
（
45
）
は
、

前
職
の
経
験
を
い
か
し
た

お
菓
子
づ
く
り
の
腕
を
披

露
す
る
場
が
な
い
と
い
う

奥
様
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
お
寺
を
会
場

と
す
る
「
い
ろ
は
手
作
り

市
」
を
開
催
し
て
み
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
、
四
国
中

か
ら
出
展
者
も
集
ま
る
県

内
最
大
級
の
手
作
り
市
と

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
縮
小
開
催
し
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
も
の
の
、

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
始

め
た
今
年
５
月
。
例
年
最

大
３
０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
５
０
０
０
人
も
の

来
場
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
青
年

団
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
っ
た
。

◆
フ
ァ
ン
キ
ー
な
髪
型

 

青
年
団
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
も
お
寺
を

貸
し
て
い
た
た
め
、
団
長

の
細
川
さ
ん
の
こ
と
は

知
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、

馴
染
み
の
な
い
団
長
の

リ
ー
ゼ
ン
ト
ヘ
ア
は
、「
変

人
」「
フ
ァ
ン
キ
ー
な
髪

形
」
と
い
う
印
象
を
強
く

残
し
て
い
た
。
し
か
し
、

手
作
り
市
の
集
客
数
が

徐
々
に
増
え
、
子
ど
も
が

集
ま
る
も
の
の
子
供
向
け

の
ブ
ー
ス
が
な
い
現
状
に

頭
を
抱
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
総
代
※

も
加
わ
る
実

行
委
員
会
か
ら
青
年
団
に

助
け
を
求
め
て
は
と
声
が

上
が
っ
た
。
実
際
に
お
願

い
し
て
み
る
と
、
細
川
団

長
は
快
く
引
き
受
け
て
く

れ
た
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

い
う
間
に
、
団
員
た
ち
は

赤
字
覚
悟
で
お
菓
子
の
詰

め
合
わ
せ
を
用
意
し
た

り
、
当
日
の
駐
車
場
係
の

整
備
を
そ
つ
な
く
こ
な
し

て
い
く
。
日
頃
か
ら
団
員

同
士
で
よ
く
話
し
合
っ
た

た
め
、
若
い
団
員
た
ち
も

真
面
目
に
運
営
に
携
わ
っ

た
こ
と
で
、
ど
う
に
か
ケ

ガ
無
く
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
都
心
か

ら
離
れ
た
ま
ち
な
ら
で

は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
あ・

・

・

・

・

・

そ
び
の
あ
る

町
民
の
性
格
が
あ
る
。
こ

の
性
格
は
、
緊
急
車
両
車

が
通
る
た
め
空
け
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
道
に

駐
車
す
る
こ
と
も
許
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
青
年

団
は
「
だ
め
な
も
の
は
だ

め
」「
町
の
み
ん
な
が
安

全
に
来
ら
れ
る
よ
う
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
、
た
し

な
め
な
が
ら
説
得
し
て
く

れ
た
の
だ
っ
た
。

◆
真
面
目
な
青
年
た
ち
と

　

実
行
委
員
会
で
も
最
年

少
の
塩
田
さ
ん
は
、
積
極

的
携
わ
っ
て
く
れ
る
若
い

団
員
た
ち
の
協
力
に
感
謝

し
て
い
る
。
日
中
は
仕
事

も
あ
る
た
め
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
と
は
考
え
つ
つ

も
、
お
寺
を
利
用
す
る

様
々
な
方
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
は
今
後
も
青

年
団
の
力
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

　

お
寺
な
ら
で
は
の
制
限

も
あ
る
。
そ
れ
で
も
仏
様

を
非
難
し
な
い
範
囲
で
多

く
の
方
に
お
寺
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
童
学
寺

は
、
青
年
団
と
前
進
し
続

け
る
。

～うちのまちの青年団～

　本企画では、地域で青年団を支援したり応

援したりしてくれている方々にスポットライ

トを当て、地域にとって青年団が果たす役割

や意義を、地元の人の声や想いから見つめて

いきます。本号では、普段はお寺の住職とし

て従事しながらも、参拝者になにか楽しんで

もらえる出来事をつくりたいと考える塩田さ

んにお話を伺いました。

青年団って
どんなところ？

vol. 5

　広い境内に、数多くの出展者と来場者がひしめき

あう。いろは市以外にも、境内は青年団主催のコス

プレイベント会場としても利用されるなど、多くの

方々にとって、憩いの場として地元にねづいている

　社会の最前線で活躍する方と語り合い、 あらゆる角度から地

域を見つめる本企画。 今回は、 沖縄県島尻郡南
は

風
え

原
ばる

町
ちょう

議会議

長を務める赤嶺奈津江氏と対談する。 南風原町は合計特殊出

生率が 2.22※と全国で 10 位、人口４万人という規模では全国トッ

プクラスである。 その背景および地域全体で行う子育てと地域

活動の関係について迫っていく。

子育ての先にある

　　　　　　地元の未来

67

　ステージでは、地元の高校生たちによる演奏会な

ど開催され、生徒たちの友人らが駆けつける。地元

の住民あらもかけつけ、和やかな雰囲気で境内に演

奏が響き渡る
▼赤嶺　奈津江　氏（写真左） 

あかみね・なつえ。1971 年生まれ。沖縄県島尻郡南風原町出身、在住。沖縄大学法経学部卒業。南風原町青年連合会

会長を２期務める。建設会社勤務、自営業などを経て、2010 年南風原町議会議員選挙に初当選（現在 4期目）。2022

年 9 月南風原町議会初の女性議長に就任。 

▼日本青年団協議会会長　中園　謙二（写真右）

なかぞの・けんじ。1980 年生まれ。岡山県倉敷市在住。2008 年に岡山県青年団協議会に入会する。日本青年団協議

会役員を経て 2020 年より会長を務めている。

「変な人だなと思ってた」 
童　学　寺 

（徳島県・石井町）

◆
ど
ん
な
選
択
肢
も
応
援

（
中
園
）
南
風
原
町
は
人

口
が
多
い
中
で
も
、
全
国

で
有
数
の
合
計
特
殊
出
生

率
で
す
ね
。

（
赤
嶺
）
町
で
は
い
か
に

子
ど
も
を
育
て
や
す
く
す

る
か
、
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
沖
縄
で
初

め
て
子
ど
も
の
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
を
実
現
し
た

り
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

だ
っ
た
待
機
児
童
率
を

減
ら
そ
う
と
し
て
き
ま
し

た
。

（
中
園
）
私
も
娘
が
４
人

お
り
、
他
人
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
ご
紹
介
の

あ
っ
た
ハ
ー
ド
面
に
対
し

て
、
出
会
い
や
出
産
を
考

え
る
若
者
の
応
援
な
ど
ソ

フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
は

ど
う
で
す
か
。

（
赤
嶺
）
沖
縄
で
は
早
婚

と
、
晩
婚
や
結
婚
し
な
い

人
と
が
両
極
端
で
す
。
結

婚
す
る
か
ど
う
か
、
子
ど

も
を
産
む
か
ど
う
か
は
本

人
の
自
由
だ
と
と
ら
え
、

希
望
し
た
選
択
肢
を
選
べ

る
よ
う
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

◆
許
容
す
る
難
し
さ

（
中
園
）
赤
嶺
議
長
は
、

青
年
団
の
OG
だ
と
伺
い
ま

し
た
。

（
赤
嶺
）
町
長
も
私
も
青

年
団
OB
・
OG
で
す
。
青
年

団
の
仲
間
と
は
同
じ
経
験

を
通
し
、
共
通
の
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。

（
中
園
）
青
年
団
は
ま
ち

を
良
く
し
た
い
、
元
気
に

し
た
い
人
が
集
ま
る
こ
と

で
活
動
を
共
に
す
る
た

め
、
出
会
い
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
青
年
団
や
若

者
団
体
の
活
動
は
、
出
生

率
や
子
育
て
に
関
連
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
赤
嶺
）
私
た
ち
は
24
～

25
歳
く
ら
い
で
青
年
団
を

引
退
す
る
印
象
で
、
子
育

て
し
な
が
ら
活
動
と
い
う

認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
親
と
し
て
子
ど

も
エ
イ
サ
ー
に
関
わ
っ
た

り
、
青
年
団
に
入
ら
ず
と

も
地
域
と
つ
な
が
れ
る
よ

う
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
務
め
る
方
も
い
ま
す
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら

関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

エ
イ
サ
ー
を
き
っ
か
け
に

結
婚
し
た
人
を
何
人
も

知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
最
近
は
人
口
増
加
に
つ

れ
て
宅
地
が
増
え
、
以
前

か
ら
エ
イ
サ
ー
の
練
習
に

使
っ
て
い
た
会
場
で
も
練

習
の
音
が
う
る
さ
い
と
苦

情
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
沖
縄
中
で
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
中
園
）
自
分
と
違
う
人

の
こ
と
を
、
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
あ
り
た
い
で

す
ね
。

（
赤
嶺
）
ま
さ
に
そ
う
で

す
。
私
は
子
連
れ
で
買
い

物
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん

を
見
つ
け
た
ら
、「
私
が

子
ど
も
を
見
て
い
る
か
ら

買
い
物
し
て
お
い
で
」
と

言
い
た
く
な
り
ま
す
。
寂

し
い
で
す
よ
ね
、
子
ど
も

に
声
を
か
け
て
も
不
審
者

扱
い
さ
れ
る
の
は
。
で
す

の
で
、
自
宅
の
前
を
子
ど

も
が
通
っ
た
ら
必
ず
あ
い

さ
つ
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
自
分
は
こ
の
地
域

の
人
間
な
ん
だ
、
と
知
り
、

心
が
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
。
ケ
ガ
を
し
た
り
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
合

え
る
つ
な
が
り
を
、
身
の

回
り
か
ら
つ
く
り
た
い
で

す
。

◆
社
会
全
体
で
子
育
て
を

（
中
園
）
地
元
で
社
会
教

育
委
員
の
会
合
に
出
席
し

た
時
に
、「
子
ど
も
を
ど

う
す
る
か
」
と
い
う
見
方

ば
か
り
で
親
世
代
に
対
す

る
論
点
が
出
ず
、
私
か
ら

提
案
し
て
も
響
か
な
か
っ

た
の
が
印
象
的
で
す
。

（
赤
嶺
）
大
事
な
こ
と
で

す
ね
。
町
で
も
親
の
学
び

合
い
の
た
め
の
勉
強
会
や

研
修
会
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
開

催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
参
加
す
る
の
は
意

識
を
持
っ
て
い
る
ご
く
一

部
の
人
。
意
識
を
持
た
れ

て
い
な
い
人
に
ど
う
気
づ

い
て
も
ら
う
か
が
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
す
。

（
中
園
）
社
会
教
育
と
は
、

い
わ
ば
自
分
で
生
き
て
い

く
た
め
の
学
び
。
困
っ
た

と
き
に
誰
に
頼
る
か
な

ど
、
学
び
の
場
と
し
て
の

地
域
が
大
切
に
な
っ
て
い

る
な
と
感
じ
ま
す
。
最
後

に
、
今
の
青
年
団
や
若
者

に
対
し
て
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

（
赤
嶺
）
地
域
に
い
か
に

根
差
し
て
貢
献
で
き
る

か
。
折
れ
そ
う
な
と
き

に
は
仲
間
で
支
え
合
い
つ

つ
、
も
し
○
○
だ
っ
た
ら

楽
し
い
な
、
と
い
う
も
の

を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
に
、
自
ら
関

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

す
る
と
、
そ
の
様
子
を
見

て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、

あ
あ
い
う
大
人
に
な
り
た

い
、
と
思
っ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

お問合せ：童学寺　TEL:088-674-0138

※
総
務
省
「
平
成
25
年
～
平
成
29
年
人
口
動
態
保
健
所
・
市
区
町
村
別
統
計
」
に
よ
る

※
総
代
…
檀
家
の
代
表
と
し
て
住
職
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
り
、
檀
家
の
声
を
運
営
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
も
つ
人
の
こ
と
。
童
顔
寺
で
は
、
行
事
等
あ
る
時
に
は
率
先
し
て
手
伝
い
、
指
示
を
出
す
役
割
も
担
う
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飯
田　

拓
也
さ
ん
（
33
）

（
福
井
県
・
池
田
町
青
年
団
）

池田町最高！

https://www.facebook.com/nisseikyo01/

最新の
情報は
こちら

青
年
団
は
地
域
か
ら

先日、第 54 回北方領土復帰促進婦人・青

年交流集会に参加してきました。最近は、コ

ロナ禍ということもあり遠出をする機会が

減っていましたが、改めて自分の目でみて確

かめること、体験することの大切さを感じま

した。これからもっとたくさんの体験をして、

自分の世界を広げていきたいです。みなさん

の地元のおすすめスポットも是非、教えてく

ださい！（み）

　この「チャンピオンバーグ」は、なかな

かデカい。その量 400 g 、普通の人には「半

分で良い……」と言われてしまうくらい。

しかし、活力に溢れる豊川市中部青年団に

は関係ない。ペロリと平らげ、何食わぬ顔

でデザートまで頼めてしまう。このハン

バーグを提供しているお店は、「珈琲・レストラン L
リ

ir
ラ

a」。内装もとてもお

しゃれで、居心地の良いカフェだ。今年 2 名の新団員を迎えた中部青年団

は、このお店で歓迎会を実施。食事前後にはテーブルゲームで親睦を深めた。

青年団 OB が愛用しているお店でもあり、今後も憩いの場にしていきたい。

　

飯
田
さ
ん
は
18
歳
の

時
、
当
時
の
職
場
の
先

輩
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
青
年
団

に
入
団
し
た
。
も
と
も

と
「
よ
さ
こ
い
」
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、「
よ
さ

こ
い
」
と
青
年
団
の
魅
力

の
両
方
を
掛
け
合
わ
せ
て

な
に
か
事
業
が
で
き
な
い

か
と
日
々
模
索
す
る
日
々

だ
。
見
た
目
は
強
面
だ
が
、

根
は
真
面
目
で
池
田
愛
に

あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
素
敵
な

青
年
で
あ
る
。
普
段
、
池

田
町
青
年
団
で
は
廃
油
を

再
利
用
し
つ
く
っ
た
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
大

き
な
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く

る
活
動
を
行
う
。

　

し
か
し
、
町
で
行
わ
れ

る
行
事
が
あ
ま
り
な
い
た

め
、
既
存
の
活
動
だ
け
で

は
団
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場

が
少
な
い
。
町
民
か
ら
の

知
名
度
も
低
い
こ
と
が
飯

田
さ
ん
の
悩
み
の
種
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
18
年
間
開
催

で
き
て
い
な
い
「
全
国
池

田
サ
ミ
ッ
ト
」
の
復
活
開

催
を
め
ざ
し
奮
闘
し
て
い

る
。
団
の
兄
貴
分
と
し
て

後
輩
に
接
す
る
こ
と
で
、

仲
間
と
一
つ
の
こ
と
を
成

し
遂
げ
る
や
り
が
い
が
う

ま
れ
る
。
仲
間
と
共
に
、

飯
田
さ
ん
の
先
導
で
今
後

も
池
田
町
を
盛
り
上
げ
て

い
く
。

地元の名物を支局員が青年団のエピソードとあわせてご紹介。

●大松健祐支局員（愛知県青年団協議会）より投稿

※氏名の祐という漢字は、本来旧漢字の示（しめすへん）に右という表記となります。

猿まねのすゝめ

　「他山の石」とは他者の良くない言葉や行い、つまら

ないできごとも、自分を成長させる助けになる、という

意味の慣用句である。これとは意味合いが異なるが、仲

間との語り合いの中から学び合って、地域での活動を豊

かなものにしてきた青年団にとって、他者からの学びは

活動の柱とも言える。学習する内容は、何も活動に限っ

たことだけではない。自身が興味のある分野以外から、

知識や経験を積極的に学び取り入れることにより、自身

の考え方やアイデアを、より幅広く深みのあるものにす

ることができる。

　例えば宮城県の大
たいわちょう

和町連合青年団では、団員がサンタ

やトナカイに扮し、町内の幼稚園児の自宅を訪ねてプレ

ゼントを渡すサンタ事業を毎年実施している。他地域で

同様の活動をしていることを知り、「私たちもやってみ

たい」と思ったのが、取り組み始めたきっかけだった。

　何もないところから新しい発想や事業を生み出すの

は、相当に大変なこと。しかし同じ活動を続けていても

マンネリ化し、いずれ飽きられる。そうなれば地域から

目を向けられなくなって、単なる自己満足に陥りかねな

い。または、すでに陥っていることもあるかもしれない。

まずは、興味をもった全国の取り組みをまねてみては

どうか。初めての挑戦は、猿まねで良いのだから。


